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■利水計画の目標設定にあたっての
基本的な考え方
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２．水利用の現況と課題

３．水需要の見通し
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１．水資源の現況
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◇水の循環◇水の循環
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◇九頭竜川の年間降水量◇九頭竜川の年間降水量
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◇月別の降水量◇月別の降水量

【福井】1971～2000年の平均
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２．水利用の現況と課題
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水資源賦存量と水利用量
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◇用途別利用（１）◇用途別利用（１）

平成11年度時点での用途別水利用状況

雑用水
0.02%

発電
用水
88%

灌漑
用水

（許可）
11%

工業
用水
1%

上水道
用水
0.21%

◆発電の利用量が全体の88％を占めています。

水利権の合計

880.8m３/ｓ
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◇用途別利用（２）◇用途別利用（２）

◆発電用水を除くとかんがい用水が８６％を占めています。

水利権の合計

109.7m３/ｓ

上水道
用水
2%

平成11年度時点での用途別水利用状況

灌漑
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（許可）
86%

工業
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12%

雑用水
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◇水利用による経済活動◇水利用による経済活動

製造品出荷額 １６，５８１億円１２．８工業用水

給水人口 約２０万人１．９水 道

かんがい面積 ２４，４００ｈａ

農業粗生産額 ５２７億円
９４．９かんがい

最 大 約５３万ｋｗ７７１．０発 電

生 産 量 等
使用水量

（ｍ３／ｓ）
項 目
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◇生活用水等の水源別使用量◇生活用水等の水源別使用量
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◇取水量と河川流下量の配分◇取水量と河川流下量の配分
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◇流量の縦断変化（九頭竜川）◇流量の縦断変化（九頭竜川）

九頭竜川流量縦断図（Ｈ１３．８．８の例）
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◇流量の縦断変化（日野川）◇流量の縦断変化（日野川）

日野川流量縦断図（Ｈ１３．８．８の例）
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◇流量の縦断変化（足羽川）◇流量の縦断変化（足羽川）

足羽川流量縦断図（Ｈ１３．８．８の例）
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年 被害状況

昭和 ４年６月～８月 降水量少なく、７分作。

昭和１４年６月～８月 空梅雨で、明治30年に観測開始以来の小雨を記録。

昭和２６年７月～８月 34日間ほとんど降雨無し。樹林では808千本が枯死。

昭和４８年７月～８月
記録的な高温・小雨。農作物の被害面積は、2,496ha。

県内11市町村21地区で最高１日15時間の断水。

昭和５３年７月～８月 武生市、鯖江市、南条町、永平寺町で給水制限を行う。

平成 ６年６月～８月

６月～８月の降水量は平年の20％。

県全体では、水稲 1,934ha, 野菜・果樹等50.4ha ,鶏5,201羽

養殖魚類72,820尾, 林業種苗71万本の被害があった。

◇昭和以降の代表的な渇水◇昭和以降の代表的な渇水
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◇昭和以降の代表的な渇水◇昭和以降の代表的な渇水
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◇ダムの貯水率の変化◇ダムの貯水率の変化

【 平成6年のダムの貯水率 】
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◇渇水による被害◇渇水による被害

福井新聞
H.6 8／19

毎日新聞
H.6 8／16
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３．水需要の見通し
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◇水需要予測の条件◇水需要予測の条件

３７，８１８

８，８９９

９０．４

６４９，１９０

昭和５５年

３０，５７０３４，０３１
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（ｈａ）
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平成２２年平成７年予想時点

出典：福井県水資源総合計画 Ｈ１０．５ 嶺北地方を抜粋
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◇水需給計画◇水需給計画
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◇近年の少雨傾向◇近年の少雨傾向

【 福井 】
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４．課題のまとめ
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◇利水面の課題◇利水面の課題

１．水不足の解消

２．塩水遡上による取水障害の解消

３．気候変動への対応
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５．目標設定の考え方
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◇課題１ 水不足の解消◇課題１ 水不足の解消

・渇水調整組織の確立渇水時の取水調整

・ダム等による水量確保

・河川放流量の増加

河川流量の増加

改善方策の例改善項目
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◇課題２ 塩水遡上による取水障害の解消◇課題２ 塩水遡上による取水障害の解消

・取水口を上流へ移設取水口の移設

・潮止堰の建設

・河川放流量の増加
塩水遡上の防止

・ダム等による水量確保

・河川放流量の増加

河川流量の増加

改善方策の例改善項目



-30-

◇課題３ 気候変動への対応◇課題３ 気候変動への対応

・渇水調整組織の確立渇水時の取水調整

・ダム等の水量調整施設

の建設

・既設ダムの容量再配分

流量安定化施設の建設

・意識の啓発節水型社会への移行

改善方策の例改善項目
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６．参考資料
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『水利流量』と『維持流量』

の双方を満足する流量

◇流水の正常な機能を維持
するために必要な流量（正常流量）

◇流水の正常な機能を維持
するために必要な流量（正常流量）
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① かんがい用水

② 発電用水

③ 上水道用水

④ 工業用水 等

◇水利流量◇水利流量
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⑤ 動植物の生息地又は生育地の状況

⑥ 景観

⑦ 流水の清潔の保持（水質の保持）

⑧ 塩害の防止

⑨ 地下水位の維持 等

項目別に必要となる流量を設定項目別に必要となる流量を設定

◇維持流量◇維持流量
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魚類の生息に対して必要な流速・水深を確保

◇動植物の生息又は生育に必要となる流量(⑤)◇動植物の生息又は生育に必要となる流量(⑤)

（目標）

（現況）

水深・流速

必要水深・流速

現況

必要流量 流量
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良好な景観の維持・形成を図るために必要
な流量を確保

 

 

◇景観から必要となる流量(⑥)◇景観から必要となる流量(⑥)

（現況）

（目標）
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目標水質を満足するために必要な流量を確保

◇流水の清潔の保持から必要となる流量(⑦)◇流水の清潔の保持から必要となる流量(⑦)

ＢＯＤ

流量

目標水質

現況

将来

必要流量
（流域対策の場合）

流域対策による負荷削減

必要流量
（流量増加の場合）
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塩水遡上による河川水の塩分濃度の上昇
を抑制するために必要となる流量

◇塩害の防止に必要となる流量(⑧)◇塩害の防止に必要となる流量(⑧)

（現況）

（目標）

塩分濃度

取水基準
現況

必要流量 流量

淡水

海水

淡水
海水
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地下水位の低下を引き起こさないために
必要となる流量を確保

◇地下水位の維持に必要となる流量(⑨)◇地下水位の維持に必要となる流量(⑨)

地下水位
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維持流量の期別設定（例）

※期別に最大となる流量を維持流量として設定する。

◇維持流量の設定（⑤～⑨）◇維持流量の設定（⑤～⑨）

区間Ｃ （単位：m
３
/S)

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

動植物の生息地又は
生育地の状況 4.0 3.0 4.0

景　　観

流水の清潔の保持

舟　　運

塩害の防止

河口の閉塞の防止

河川管理施設の保護

地下水位の維持

必要流量 4.0 3.8 4.03.0 3.0

2.0

3.0 3.0

3.0 3.8 3.0
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維持流量に水利流量、支川流入量、還元水等を
考慮して、正常流量を設定。

水利流量

維持流量

正常流量

◇正常流量の設定（①～⑨）◇正常流量の設定（①～⑨）


